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/t/,/s/,/ʦ/の 3 音を選択し、スピーチサンプル計 126 音について各音産生時の EPG 連
続フレームおよび累積パターンを分析した。  
【結果】 126 音のうち 28 音 (22％ )は正常な構音操作であった。残り 98 音のうち
retracted pattern が 最 も 多 く (48%)、 次 い で increased pattern(13%),fronting 
pattern(9%),double articulation(6%),lateral articulation(2%) の順であった。音
別 に み る と 、 /t/で は increased pattern(40%),retracted pattern(30%),fronting 
pattern(20%)の出現率であったが、 /s/と/ ʦ /では retracted pattern が 70%以上で、
increased pattern は 10%以下と、音によって出現率に差が認められた。  
【考察】歯茎音の誤り音を分析した結果、最も多く認められた retracted pattern は、
国際的評価基準では backing to palatal or velar(後方化)にあたる。一方 /t/音で多





以下の国際学会で口演し、 ASHA の学会誌に投稿予定である。  
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